
- 52 -

■良好な耐久性

　移動相としてカラム圧の高低差の激しいメタノールと水のグラジェント条件で、カラムの耐
久性を確認した結果、400 回後の理論段数の変化はほとんどありませんでした（図 -2）。

　充填剤の微粒子領域をカットし、充填方法を改良することにより、最高水準の低圧カラムを
実現しました。粒子径3μm の高性能を保ったまま、超低圧で分析することが可能になりまし
た。図 -1 の通り、アセトニトリルはもちろん、水との混合比により圧力の高くなるメタノー
ルにおいても極めて低いカラム圧となり、高理論段数かつ短時間で良好な分離を得ることがで
きます。

■粒子径 3μmで低カラム圧を実現
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粒子径3μm超低圧カラム　ODS D210SLPシリーズ
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　SUMIPAX ODS D-210SLP は、カラム圧がきわめて低いので、粒子径3μmでありながら、
カラム長の長い25cm カラムも問題なく使用可能で、理論段数３万段以上が得られます。

■25cm カラムも使用可能 
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